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　特集で高齢者の性を取り上げています。その中に性教育の第一人
者、村瀬幸浩氏と荒木の対談「超高齢化社会を生きる――性と関係
性のゆくえ」が 20 頁にわたって掲載されています。
　本学会会員の一部の方にもご協力いただいた中高年のセクシュア
リティ調査をまとめたところ、この 12 年間で夫婦間のセックスレ
ス化が急激に進んでいて、大変驚きました。調査結果をもとに村瀬
氏とセックスレス化の背景や良好な性関係を築くのにどのような意
識の改革が求められるかなど、踏み込んだ議論をしています。性を
めぐって見えてきた課題を会員の皆さんにもご一緒に考えていただ
きたい、感想やご意見をいただけるといいなと願っています。
　対談の他にも、本学会評議員・石田雅巳氏の「人は高齢期をどう
生きるか――シルバーエイジを、輝いてすごすために」をはじめ、
性に関して造詣の深い 8 人が多様な視点から人生後半の性につい
て論じています。それぞれ興味深い内容で、自らの性とともに支援
する高齢者の性を考えるうえでも示唆が得られるのではないでしょ
うか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［荒木乳根子］

　「高齢者になぜレクをするの？」との問いかけに、皆さんはどのよ
うに答えますか。私は、「レクリエーション活動を通して、高齢者
が生きることの幸せを感じてくださること」と答えます。でも、実
際にどんなことをどのようにしていくか、特に要介護高齢者の方た
ちに対してはどうしたらよいのかと考えてしまいます。
　そこで、この本のねらいは次の３点から構成してあります。
①介護スタッフ（および家族の方々）に優しさのあるレク活動支援
の心と技能を高めていただく
②できるだけ多様な多くの活動種目を覚えていただく
③「レクリエーション」そのものを正しく理解していただく
　具体的な内容を 100 種類掲載してあります。この本を身近に置
いて、実際に実施してみてください。必ずや高齢者の方たちと心も
体もワクワクする楽しい時間を過ごしていだだけることでしょう。

［山崎律子］
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N E W  B O O K

　青森支部はそもそも、私を含む何人かが井上勝也先生と学びたいということから始

まったように記憶します。そういう意味ではできるべくして、平成 9 年にできた老年

行動科学会青森支部です。ただメンバーが必要以上の上
じょうご

戸でした。

　愛媛の野本先生は「学問とアルコールの融合」とおっしゃっていましたが、当支部は、

学問とアルコールは完全分離でして、お恥ずかしいことにアルコールは孤高です。言わ

ば「酒の前に支部はない、酒の後に支部はできる」と光太郎も真っ青です。ただし、支

部の「道程」は意外と酩酊しません。

　平成 24 年は青森学会の後でしたが、二度のミニ講座と ACS を実行しました。また、

翌平成 25 年は以下の活動を行いました。

●1 月……役員会
●4 月……東京にて 15 周年記念特別講座に参加（支部長他）

●6 月……第一回ミニ講座・弘前（大川一郎会長）／ ACS（緑青園事例）
●8 月……愛媛学会に参加（支部長、事務局他）
●10 月……第二回ミニ講座・五所川原（小池妙子弘前医療福祉大学教授）／ ACS（青山荘事例）
　事務局は南部三沢にありますが、老年行動科学のよさを地道にアピールするため、果敢に津軽で活動

し、大川会長にもご足労いただきました。

　介護保険下の展開の速さや、厳しいご時世に逆らうかのように、ACS を愚直に実行し、ケースワー

クの王道にこだわり歩んでいます。

　支部の悩みとしては、心理や老年の専門大学がないため、どう専門家を巻き込み参加いただくかとい

うことです。今後もよろしくご指導お願い申し上げます。

青森支部長・齊藤淳
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T O P I C S
　岡本多喜子「韓国における養老院史試論」

『明治学院大学 社会学・社会福祉学研究』第 142 号

…………………………………………………………………………………………

　韓国の養老院の歴史については、韓国国内でもほとんど研究がなされていないと

いう現状です。元々は日本の養老院・養老施設での処遇の実態を研究しております。

その資料の中に、戦前の韓国の養老院が日本の全国養老事業協会あてに送った要覧

を発見したのをきっかけとして、韓国の養老院の歴史を調べてみました。使用した

資料は朝鮮総督府や京城市が発行した年次報告書や要覧、東亜日報の記事などです。

　キリスト教会や信者による養老院、資産家の仏教徒が個人の資産をつぎ込んで設

立した養老院もありました。関心のある方は、下記のアドレスにアクセスすると全

文を読むことができます。

http://repository.meijigakuin.ac.jp/dspace/handle/10723/1896
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　筆者らは、元気で長生き、すなわち健康長寿を目指

すためには、どのようなライフスタイルを維持してい

けばよいかの観点から、長年、身体活動が生理面、心

理面、社会面に及ぼす効果について研究を継続して

いる。その一環として、最近行った研究（平成 23 ～

25 年度文科省科学研究費助成研究：研究代表者・谷

口幸一／研究分担者・安永明智）の成果について、そ

の概要を紹介したい。

調査目的

　本研究の目的は、在宅生活者で ADL（日常生活動

作能力） の自立した高齢者を対象として日常生活にお

ける身体活動量（生活運動・健康運動・スポーツを含

む）の実態を把握すること、そして最終的には日々の

身体活動の増加を目指した介入方略を確立することで

あった。

　本稿では、主に以下の内容がどのような関連にある

かを検討した結果について報告する。

対象者

　神奈川県 S 市（政令指定都市）の老人クラブ連合

会の会員のうち、2 年間（2012、2013）継続して同

じアンケート調査に回答し、かつ性別、年齢に欠損が

なかった 60 歳以上～ 80 歳代の人々であった。結果、

男性 703 名（51.4%）、女性 666 名（48.6%）の合

計 1,369 名であった。

結果

1 ◆健康行動の特徴……①継続的に定期的な運動習慣

を持っている（維持期）者は、男女ともに 50％弱

で、②日常生活での移動や運動に関する身体活動量

は、65 歳以上の日本人高齢者の平均値（20% 台）よ

り、高い値（30% 台）を示した。③過去 1 年間に何

らかの地域活動に参加した人の割合は、男女ともに 8
割台で、高い参加率を示した。

2 ◆年齢別に見た健康……日常生活動作能力（ADL）

は、男女ともに 60 歳代では、90％以上の者が自立

しているが、年代が上がるにつれ自立者の割合は低

下していき、80 歳以上の女性では、4 人に 1 人（約

25％）が非自立であった。2012 年（測定 1 年目）の

日常生活自立者の 1 年後の変化を見ていくと、60 歳

代では、ほぼ全員が自立を維持していたが、年代が上

がるにつれその割合は低下し、80 歳以上の女性では

約 10％が非自立に移行していた。老研式活動能力指

標の中で、日常生活での社会的・知的な活動能力が満

点の者は、男女、各年代ともに70～80%の割合であっ

た。2012 年（測定 1 年目）の活動能力満点者の 1 年

後の活動能力の変化を見ていくと、年代が上がるにつ

れて、満点を維持している者の割合は低下していた。

3 ◆うつ傾向を示した者は、男女、各年代ともに 10％

前後であった。2012 年（測定 1 年目）に「うつ傾向」

のない者の 1 年後の変化を見ていくと、年代が上が

るにつれて、うつ傾向を示す者が増えており、80 歳

以上では 10％前後の者が 1 年後にうつ傾向を示して

いた。

4◆過去 1 年間に転倒しなかった（転倒回数 0 回）者は、

男女ともに年代が上がるにつれ、その割合は減少して

いた。特に 80 歳以上の男性では、約半数が過去 1 年

間に 1 回以上転倒した経験があった。

5 ◆運動行動別にみた健康……継続的に定期的な運動

を実践している者（TTM のステージ：維持期）で

は、日常生活動作の自立者が男女ともに 90% を超え

ていた。一方、運動に関心もなく、実施もしていない

者（TTM のステージ：無関心期）では、自立者の割

合は 80％前後であった。定期的に運動を実施してい

る者や運動に関心を持っている者（TTM のステージ：

維持期、実行期、準備期、関心期）では、日常生活で

の社会的、知的な活動能力の満点者が 70% 以上を示

した。一方、運動を行っておらず関心もない者（TTM
のステージ：無関心期）では、その割合は 60% 前後

であった。継続的に定期的な運動を実施している者

（TTM のステージ：維持期）では、うつ傾向を示す

者が 10％以下であった。一方、運動を行っておらず

関心もない者（TTM のステージ：無関心期）では、

その割合は 20% 以上であった。運動を行っておらず

関心もない者（TTM のステージ：無関心期）は、体

格指数の痩せの範囲の者が、運動を実践している者と

比較して、男女ともに高い割合を示した。継続的に定

期的な運動を実践している者（TTM のステージ： 維
持期）は、定期的に運動を実施していない者と比較

して、過去 1 年間に転倒していない（転倒回数 0 回）

者が多かった。一方、運動を行っておらず関心もない

者（TTM のステージ：無関心期）は、運動を実施し

ている者（TTM のステージ：維持期、実行期、準備

期）と比較して、3 回以上の転倒者が多かった。 
6 ◆地域活動……2012 年の対象者では、何らかの地域

活動を行っている者は、男性 615 名（88.5%）、女性

534 名（81.7%）であった。2013 年も同様に、男性

587 名（87.2%）、女性 506 名（80.6%）と、8 割以

上の者が何らかの地域活動に参加していた。

　以上、本研究計画の中核をなす「生活場面における

運動に関するアンケート調査」（2 年間：継続）の調

査結果を報告した。その結果から明らかなように、運

動を生活の中に多く取り入れている人ほど、健康指標

も好ましく、またうつ傾向も少なく、社会活動も多く、

転倒回数も少なかった。意図的に日常生活の中で身体

を動かす機会を増やす努力は、歳を取るほど必要とな

る。今日、認知症やガンを予防する効果が「運動」に

あることも他の幾多の研究で示されている。室内や自

宅の庭先での健康体操や近隣の公園での散歩・ウォー

キング、フィットネスクラブなどで運動する機会を増

やすことは、高齢期の生活の質（QOL）を高めるた

めに必要である

　2013 年度現在、日本の高齢化率は約 25%, 健康寿

命は約 73 歳、要介護期間は約 10 年、介護保険利用

額（年間）は約 8 兆円超という超高齢社会の数値が

報道されている。今後は、後期高齢者層、超高齢者層

が急増していく中で、介護期間の短縮化、健康寿命の

延伸、認知症の予防対策などが社会の課題としてク

ローズアップされている。そのためには、厚生労働省

の唱える「一に運動、二に食事、しっかり禁煙、最後

にくすり」という標語に示されるライフスタイルの健

全化が日々の生活課題である。日々の生活に、体をよ

く動かすこと＝運動を定着させることの意義はますま

す高まっている。健康運動指導士、健康運動実践指導

者という公的な資格は、介護福祉施設でも求められて

いる。［以上、生活場面における運動に関するアンケート調査

報告書、2014.3 発行より］

健康長寿に有効な健康資源＝身体活動の活性化を目指して
谷口幸一●東海大学教授

f e a t u r e

ADL 10 項目（食事、椅子・ベッド・布団への移動、整容、
排泄、入浴、平地での歩行、階段の昇降、衣服の着脱、
便漏れ、排尿漏れ）

活動能力 老研式活動能力指標で評価。日常生活に関する 13 項
目の行動についてすべてできる（13 点満点）、1 つで
もできない項目がある（12 点以下）に分類

日々の身体
活動レベル

TTM 理論のステージ：無関心期・関心期・準備期・
実行期・維持期

うつ度 老年期うつ病評価尺度短縮版（Geriatric Depression 
Scale; GDS）で評価。15 点中 5 点以上をうつ傾向有
りに分類

転倒回数 過去 1 年間の転倒回数（0 回、1 回、2 回、3 回以上）



日本老年行動科学会
http://www.jsbse.org/

東京都杉並区和田3-30-22 大学生協学会支援センター内●TEL03-5307-1175●FAX03-5307-1196●jsbse@univcoop.or.jp

日本老年行動科学会は、日本学術会議認定の協力学術研究団体として、高齢者にかか

わる心理・医療・看護・保健・社会福祉・栄養などの専門家（研究者）、高齢者ケア

の実践者、そして高齢者のケアに関心をもつさまざまな人々が集い、交流して、高齢

者のケアに行動科学的なアプローチを展開する全国組織の学会です。

「出会いの場」「実践の場」をキャッチフレーズにして、「学会誌の発行」「全国での年

次大会の開催」 「学会員や一般に向けた講座の開催」「学会員に対する研究費助成」「多

職種連携・協働による仮説検証型の事例研究」「東日本大震災における気仙沼での継

続的な支援」など、幅広い活動を行っております。

………入会にあたって………
日本老年行動科学会のサイト（http://www.jsbse.org/）より入会申込書をダウンロー

ドいただき、必要事項をご記入のうえ、学会入会窓口宛て FAX もしくはご郵送くだ

さい。

入会承認後、郵便振替票（年会費振込用）をお送り申し上げます。会費のお振込が確

認でき次第、当該年度発行の学会誌、ニュースレターなどを送らせていただきます。

また、適宜、大会やセミナー、事例検討会のご案内などをいたします。　

◆ 7 月 1 日以降の入会は、年会費が半額になります。
◆団体会員とは、一般に各種高齢者福祉施設、病院などの医療施設、地方自治体、研

究所、学校などを指します。団体会員になりますと、その団体に所属する方はどなた

でも、会主催のさまざまななイベント（事例検討会などについては無料、大会やセミ

ナーは会員用参加費適用）に参加できます。また、本会学会誌「高齢者のケアと行動

科学」（１冊 2,500 円）、ニュースレターを刊行の際、お送りいたします。

年会費

個人会員 8,000円

団体会員 30,000円

賛助会員 20,000円［1口］

学生会員 4,000円

 


